
令和２年度 学校関係者評価委員会報告書 

 

開催日時 令和２年６月５日（金） １６：００～１７：３０ 

開催場所 本校教室 

出 席 者 学校関係者評価委員 

     井村忠人（委員長） 天野陽一 松尾峰登 小西弘記 

 

本校教職員  

田辺将義 岩﨑明莉 小野道子 

 

委員会の経過及び内容 

定刻、出席者を確認のうえ所定の定数を満たしていることを確認し、本校職員が令和元年

度自己評価の結果について説明があり評価に入る。 

 

①教育理念・人材育成 

本校では、理美容業界に出た時に生かせる技術と資格だけではない生き抜く力を育てる

ことを教育方針として指導している。 

技術だけでなく、接客、就職してからのコミュニケーションの取り方など理美容師とし

て社会人として必要なことを今後とも指導していただきたい。 

 

②学校運営 

事業計画、情報公開、規程等、は適正な運営が行われており運営組織や意思決定につい

ても職員が会議を重ね充実したものになっている。 

今後も適正な学校運営を行ってもらいたい。 

 

③教育活動 

理美容師の国家資格取得に向けた指導体制、実践的なカリキュラム等が充実しており、

このまま継続していただきたい。 

教科によっては、今の生徒にあった授業方法を考える必要があり、教え方も固定するの

ではなく毎年、新しい授業方法を試みてほしい。 

また、指導力向上のための時間を作るのも今後の課題であり研修等を行えるよう改善し

ていただきたい。 

 

④学修成果 

就職率は、専門課程美容科１００％ 国家試験合格率８７．２％という受験者全員合格

を目標としている本校としては、大変残念な結果となった。 

また、退学率は７．７％となった。 

合格率１００％は、難しいかもしれないが目標は高く設定し指導方法の見直しが急務である。 

また、退学率もこの数年間、低減に取り組んでいるが、まだ成果が出ていない状態が続いている。 

生徒や保護者との面談、協力体制を今まで以上に強化することを望む。 

 



 

⑤学生支援 

就職支援に関しては、個別面談や本校での就職ガイダンスの実施等により充実している。 

また、経済的支援についても、納付金減免や納付方法の個別対応、奨学金等によりしっ

かり整備されている。 

卒業生への対応については、連絡を取り合ったり、就職先の紹介、国家試験不合格者に

対しての講習等を行い卒業後も支援体制が充実している 

今後も、引き続き生徒や卒業生に対する支援を強化してもらいたい。 

 

⑥教育環境 

施設、設備については、授業に十分対応できるよう整備されているが経年劣化や老朽化

に伴い修理等が必要となる箇所があり今後、計画的に改善を進めていただきたい。 

実務実習については、実際に店に入った時の仕事内容や動きかたを指導している。 

また、海外研修では今まで学んだことを生かして現地のモデルさんを使ってヘアメイク

等を行い充実したものになっている。 

防災については、毎年防災訓練を実施して災害時の行動を確認し非常時でも対応できる

ように指導しているとの報告をうけた。 

今後も引き続き防災体制の整備をしてもらいたい。また、災害時の備蓄等に問題がある

ので改善が必要である。 

 

⑦学生募集 

募集活動については、高校でのガイダンスや外部の進学相談会において学校の情報や資

格取得・就職状況について正確に伝えている。 

納付金については、教職員で話し合いを重ね妥当なものとなっている。 

募集活動や納付金ついて問題があったことはなく適正に行われていると評価できる。 

 

⑧財務 

予算については毎年、理事会、評議員会で話し合い妥当なものになっている。 

会計監査や情報公開も適切に行われており問題はない。 

今後とも、適正な学校運営を続けていただきたい。 

 

⑨法令等の遵守 

理・美容師養成指定規則等の法令を遵守し適正な運営を行っており評価できる。 

個人情報に対しては、セキュリティソフト等の導入や取扱方を厳しく管理しており十分

な対策をとっているので評価できる。 

自己評価については、結果や改善策を教職員で話し合いを行っているが、実行できるよ

う努力してもらいたい。 

 

 

 

 



 

⑩社会貢献 

社会貢献、地域貢献に関しては、夏休みのチャレンジスクール（小中学生対象の体験学

習）の開催や高校生学習活動コンソーシアムに参加し教育機会の充実を図り、教育や産業

に寄与している。 

また、近隣や河川敷の掃除を行い地域住民から好評を得ている。 

社会、地域への貢献に関しては評価できるが、ボランティア活動に関しては奨励、支援

等の指導がまだ足りないように思えるので今後の改善に期待する。 

 

 

総 括 

自己評価、学校運営共に適正なものであり指導方法も生徒に寄り添った良いものになっている。 

今後は、地域・社会との結びつきが足りないところがあるので、業界や地域住民と連携を取っ

て改善に向けて努力してもらいたい。 

また、新型コロナウイルスの影響により経済情勢悪化し、生徒対応も今まで以上に親切、

丁寧に対応することが求められ教職員全員でより良い指導を行っていただきたい。 

 

 

 

以上、全評価を終了したので、委員長は閉会を宣した。 

 

 

 


